
731 号　2022 年 3 月

国
立

国
会

図
書
館

　月
報

日
本
図
書
館
紀
行

　東
京
都
立
中
央
図
書
館

本
の
森
を
歩
く

　第
28
回

日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ
た
二
人
の
英
国
人

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

　

Season2

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 2 . 3



21	

本
屋
に
な
い
本

	

『
知
ら
な
い
地
球
が
こ
こ
に
あ
る
』 

23	

館
内
ス
コ
ー
プ

	

コ
ン
テ
ン
ツ
も
ひ
と
も
つ
な
ぎ
ま
す

24	

Ｎ
Ｄ
Ｌ　

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

表紙：
Marigold garden, [1st ed.], pictures 
and rhymes by Kate Greenaway 
; printed in colours by Edmund 
Evans, G. Routledge and sons, 
[1885]　28cm　https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/3947837/21

1	

小
公
子
―
深
く
幼
子
を
愛
し
、
其
恩
を
思
ふ

	

今
月
の一
冊　

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
か
ら

5	

日
本
図
書
館
紀
行

	

東
京
都
立
中
央
図
書
館

10	

本
の
森
を
歩
く　

第
28
回

	

日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ
た
二
人
の
英
国
人

18	
国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す　

S
eason2

　

no.6
22	

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
年
次
大
会

 	

Contents

no. 731
March 2022

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3947837/21
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3947837/21


1 国立国会図書館月報 731号 2022.3

『小公子』
―深く幼子を愛し、其恩を思ふ

山 﨑 優 里 亜

国立国会図書館の蔵書から

　

セ
ド
リ
ッ
ク
（CED

RIC

）
と
い
う
名
前
の
車

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？　

日
産
自
動
車
が
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
か
ら
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
ま
で
販
売

し
た
自
動
車
だ
。
実
は
こ
の
車
名
は
、フ
ラ
ン
シ
ス
・

ホ
ジ
ソ
ン
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
（Frances H

odgson 

Burnett　

１
８
４
９
‐
１
９
２
４
）の
小
説〝Little 

Lord Fauntleroy （
１
）〟
の
主
人
公
セ
ド
リ
ッ
ク
に
由

来
し
て
い
る
。
世
界
中
で
愛
さ
れ
続
け
る
物
語
の
主

人
公
の
よ
う
に
、
長
く
愛
用
さ
れ
る
こ
と
が
願
わ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。

　
〝Little Lord Fauntleroy

〟
は
、
祖
父
の
跡
継

ぎ
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
主
人
公
の

純
粋
無
垢
な
心
が
、
祖
父
の
頑
な
な
心
を
次
第
に
和

ら
げ
て
い
く
物
語
だ
。
そ
の
翻
訳
「
小
公
子
」
が
日

本
の
雑
誌
で
発
表
さ
れ
た
の
は
、
原
作
単
行
本
発

売
か
ら
４
年
後
の
明
治
23
（
１
８
９
０
）
年
の
こ
と
で

あ
る
。
掲
載
誌
は
『
女
学
雑
誌
』
と
い
う
明
治
18

（
１
８
８
５
）
年
創
刊
の
女
性
啓
蒙
誌
で
、
訳
者
は
若

松
賤し

ず
こ子
だ
っ
た
。
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
に
は
、
連

載
の
前
半
ま
で
を
ま
と
め
た
『
小
公
子
』
が
発
行
さ

れ
た
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。『
女
学
雑
誌
』
で
の
連
載

は
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
１
月
の
第
２
９
９
号
で
完

結
し
、
さ
ら
に
賤
子
は
後
半
も
単
行
本
に
ま
と
め
る

つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年

に
住
居
の
あ
っ
た
明
治
女
学
校
が
火
災
に
遭
い
、
そ

の
際
に
原
稿
が
焼
失
し
た
と
い
う
。
以
前
か
ら
結
核

を
患
っ
て
い
た
賤
子
も
、
火
災
の
直
後
に
若
く
し
て

今 月 の 一 冊

小公子
バルネット 著、若松賤子 （岩本嘉志子） 訳　博文館　
明30　342p ; 23cm　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1168374

レースの飾りがついた黒い服を着ている主人公セドリッ
ク。思わず手に取りたくなるような可愛らしいイラストが
表紙を飾る。

若松賤子

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1168374
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1168374
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亡
く
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
、櫻
井
鷗
村
の
編
集
で『
女

学
雑
誌
』
既
載
の
も
の
が
1
冊
と
な
り
、
博
文
館（

２
）か

ら
出
版
さ
れ
た
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
博

文
館
の
『
小
公
子
』
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
を
確
認
す
る
と
、①
櫻
井
鷗
村
の「
遺

稿
編
纂
の
辞
」
及
び
「
緒
言
」、
②
「
前
編
自
序
」、

③
物
語
本
文
（
第
１
回
～
第
15
回
）、
④
訳
者
の
夫
・

巌
本
善
治
の
後
書
き
「
小
公
子
の
後
に
書
す
」、
⑤

森
田
思
軒
な
ど
の
著
名
人
に
よ
る
批
評
、
と
い
う
順

に
な
っ
て
い
る
。『
小
公
子
』
と
言
え
ば
、
児
童
向

け
小
説
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
本
書
は
物
語

以
外
も
充
実
し
て
い
る
。
不
思
議
に
も
思
え
る
が
、

読
ん
で
み
る
と
、
こ
の
構
成
が
訳
者
の
人
物
像
を
知

る
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

若
松
賤
子
（
本
名
、
巌
本
嘉
志
子　

１
８
６
４
‐

１
８
９
６
）
は
、
会
津
藩
士
・
松
川
勝
次
郎
の
長
女

と
し
て
、
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
に
生
ま
れ
た
。
戊

辰
戦
争
が
始
ま
る
と
賤
子
は
、
会
津
藩
の
隠
密
だ
っ

た
父
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
母
と
死
別

し
、
横
浜
の
貿
易
商
山
城
屋
の
番
頭
・
大
川
甚
兵
衛

に
養
女
と
し
て
引
き
取
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
女
性
宣

教
師
メ
ア
リ
ー
・
キ
ダ
ー
（M

ary Eddy K
idder

）

の
塾
で
学
び
始
め
る
。
山
城
屋
の
倒
産
に
よ
り
一
時

は
横
浜
を
離
れ
、
東
京
で
生
活
し
た
が
、
キ
ダ
ー
の

塾
が
寄
宿
舎
を
備
え
た
フ
ェ
リ
ス
・
セ
ミ
ナ
リ
ー（
現

在
の
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
）
と
な
っ
た
際
に
、
キ
ダ
ー

の
下
に
戻
っ
た
。
彼
女
が
「
寝
言
も
英
語
、
情
の
こ

本書で唯一の挿絵。セドリック親子
が一緒に城で暮らすよう、侯爵が申
し出る場面。

主人公セドリックは、イギリス人の父
の死後、アメリカ人の母とニューヨー
クで暮らしていた。そんなある日、セ
ドリックが祖父ドリンコート侯爵3の
跡継ぎであると判明し、イギリスに呼
び寄せられる。頑固でアメリカ嫌いな
祖父は、セドリックを母親から引き離
して育てようとするが、次第に少年の
無邪気さに感化され、それまでの圧制
家ぶりを改めていく。物語後半で、正
統な後継者だと主張する別の母子が現
れるが、ニューヨークに住む友人たち
の協力で解決し、セドリックは正統な
後継者だと証明される。さらに、侯爵
がエロル夫人（セドリックの母）を素
晴らしい女性だと認めたことで、セド
リックは母親とともに城に住むことと
なり、ハッピーエンドを迎えた。

『小公子』のあらすじ
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幼くして実母と死別した賤子は、キダーを母のように慕い、学
校を唯一の家庭 ( ホーム ) として育った。その実体験から彼女は、
子どもの教育の大切さを感じていたのだろう。子どもは「邪道
に陥らうとする父の足をとゞめ、卑屈に流れ行く母の心に高潔
の徳を思ひ起させる」という神聖なミッションを担う存在であ
り、そのホームの教導者（子ども）を「先づ教え導き、其(そ
の)清素爛漫の容姿(すがた)を発揮させ、其(その)ミツシヨン
を完(まつた)うさせる」ことが、両親はじめその同胞の務め
であると、「前編自序」で述べている。親子を題材とした ”Little 
Lord Fauntleroy” が、賤子にとって心惹かれる作品だったこと
は、想像に難くない。

「小公子」第 1 回が掲載さ
れている『女学雑誌』表
紙。連載は、明治23（1890）
年 8 月 第 227 号 か ら 明 治
25（1892） 年 1 月 第 299
号まで。

『 女 学 雑 誌 』 第 227 号　
1890.8　 女 学 雑 誌 社 < 請
求記号 Z32-B232>

メアリー・キダー
肖 像 の 出 典： 山 本 秀 煌 
編『フエリス和英女学校
六十年史』フエリス和英
女学校　昭和 6< 請求記
号 特 223-298>

※引用の旧字は新字に、旧仮名づかいはママとしました。

も
る
手
紙
も
英
語（
４
）」
と
語
ら
れ
る
ほ
ど
語
学
に
堪
能

だ
っ
た
の
は
、
フ
ェ
リ
ス
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
で
高
度
な

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
そ
の
第
１
回
卒
業
生
と

し
て
高
等
科
を
卒
業
し
た
賤
子
は
、
母
校
の
教
員
を

務
め
、『
女
学
雑
誌
』
の
編
集
人
で
明
治
女
学
校
教

頭
の
巌
本
善
治
と
結
婚
し
た
。結
婚
後
は
、バ
ー
ネ
ッ

ト
の
「
セ
イ
ラ
、
ク
ル
ー
の
話
」 

や
イ
ギ
リ
ス
の
女

流
詩
人
プ
ロ
ク
タ
ー
の
「
忘
れ
形
見
」、
同
じ
く
イ

ギ
リ
ス
の
詩
人
テ
ニ
ソ
ン
の
「
イ
ナ
ッ
ク
、
ア
ー
デ

ン
物
語
」 

な
ど
の
翻
訳
作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
。

　
『
小
公
子
』
は
、
冒
頭
の
「
セ
ド
リ
ツ
ク
に
は
、

誰
も
云
ふ
て
聞
か
せ
る
人
が
有
ま
せ
ん
か
ツ
た
か

ら
、何
も
知
ら
な
い
で
ゐ
た
の
で
し
た
。」の
よ
う
に
、

「
ま
せ
ん
か
つ
た
」
と
い
う
打
消
し
表
現
を
用
い
た

言
文
一
致
体
が
特
徴
的
だ
。
明
治
期
の
翻
訳
王
・
森

田
思
軒
は
、
原
作
を
よ
く
理
解
し
た
忠
実
な
翻
訳
で

あ
る
点
と
、
平
易
・
優
美
で
自
然
な
言
文
一
致
体
で

あ
る
点
で
、『
小
公
子
』
を
高
く
評
価
し
た
。
親
が

子
に
読
み
聞
か
せ
る
よ
う
な
自
然
な
語
り
口
調
の
文

章
は
、
現
代
の
読
者
に
も
読
み
や
す
い
だ
ろ
う
。
巌

本
善
治
の
追
想
に
よ
る
と
、
賤
子
は
翻
訳
に
つ
い
て

「
女
が
半
襟
の
う
つ
り
を
考
へ
て
ア
レ
か
コ
レ
か
と

思
案
す
る
様
に
、
又
時
々
箪
笥
か
ら
ソ
ツ
ト
着
物
を

出
し
て
見
て
、
独
り
で
楽
し
む
様
に
、
色
々
の
訳
語

を
思
出
し
て
は
見
て
居
り
ま
す（

５
）」
と
話
し
て
い
た
と

い
う
。
一
字
一
句
の
選
択
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
楽

明治 24（1891）年に出版された、
前編の『小公子』。明治 30（1897）
年の博文館版に比べ挿絵が多く、
見た目にも楽しい。右は、ニュー
ヨークを旅立つセドリックが友人
からハンカチを受け取る場面。

［バアネット 著］、若松賤子（岩
本嘉志子）訳『小公子』［明 24］
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1168359

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1168359
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1168359
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1 アメリカの児童雑誌『セント・ニコラス』で1885 年
に発表され、翌年に単行本としてニューヨークとロン
ドンで出版された。
2 明治中期～昭和中期の出版社。総合雑誌『太陽』や

『少年世界』などを創刊。
3 marquis は侯爵、earl は伯爵であるが、賤子はこの
2 つを逆に訳している。現代の翻訳では、「伯爵」と
訳されている。
4 「解説」『若松賤子集』富山房　昭13　p.2<請求記
号 751-47>

5 「後序」『小公子 (岩波文庫 )』22 刷　バアネット 著、
若 松 賤 子 訳　 岩 波 書 店　1953　p.256<請 求 記 号 
933-cB96s-W>

○参考文献
廣野幸一 著『明治の女学「巌本善治・若松賤子夫妻」』
岩波ブックセンター　2010<請求記号 GK66-J34>
尾崎るみ 著『若松賤子　黎明期を駆け抜けた女性』
港の人　2007<請求記号 KG631-H12>
児 童 文学 翻 訳 大事 典 編 集 委 員会 編『図 説 児 童 文
学 翻 訳 大 事 典 第1巻 』 大 空 社　2007<請 求 記 号 
KE177-H39>
山本紀久子「若松賤子の翻訳業績　翻訳・翻案・創
作作品の考察」『日本女子大学大学院人間社会研究
科紀要』（12）　2006.3<請求記号 Z22-B139>
川戸道昭、榊原貴教 編『明治の児童文学　翻訳編 第
3 巻（バーネット集）復刻版』五月書房　1999<請求
記号 Y9-M99-153>
山本正秀「若松賤子の翻訳小説言文一致文の史的意
義 」『 専 修 国 文 』（ 通 号14）1973.9<請 求 記 号 Z13-
544>
近代女性文化史研究会 編『婦人雑誌の夜明け 新装普
及版』大空社　2016<請求記号 UM84-L42>
車名の由来　日産自動車株式会社ホームページ
https://www.nissan-global.com/JP/COMPANY/
LIBRARY/CARNAME/
※URLの最終アクセス日：令和 3 年11月16日

し
み
な
が
ら
翻
訳
し
て
い
た
姿
が
想
像
で
き
る
。

　

彼
女
の
表
現
力
は
、
物
語
中
の
様
々
な
場
面
で
感

じ
ら
れ
る
。
特
に
「
第
十
回
」
で
は
、
上
画
像
の
よ

う
に
、
主
人
公
が
正
統
な
後
継
者
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
知
っ
た
と
き
の
祖
父
の
動
揺
ぶ
り
が
、
豊

か
な
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
と
出
会
っ
て

か
ら
、
祖
父
の
心
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が

伝
わ
っ
て
く
る
、
印
象
的
な
場
面
だ
。

　

明
治
以
降
も
『
小
公
子
』
は
、
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
続
け
て
い
る
。
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
は

岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
、
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
に

は
「
小
公
子
セ
デ
ィ
」
の
題
名
で
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
と

な
っ
た
。

　
『
小
公
子
』
を
も
う
一
度
、
今
度
は
訳
者
に
注
目

し
な
が
ら
読
ん
で
み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

第 10 回より抜粋。祖父を良い人だと信じる純真なセドリック
と過ごすうちに、侯爵はセドリックを愛するようになってい
た。可愛い孫が正統な跡継ぎではない可能性があると聞いた
侯爵は、エロル夫人を息子の結婚相手と認めようとしなかっ
た自分への報いだと悔やむ。

https://www.nissan-global.com/JP/COMPANY/LIBRARY/CARNAME/
https://www.nissan-global.com/JP/COMPANY/LIBRARY/CARNAME/
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東京都立中央図書館
夏目 雅之

　

大
使
館
が
多
く
置
か
れ
、
閑
静
な
住
宅
街

が
広
が
る
港
区
・
南
麻
布
で
、
住
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
有
栖
川
宮
記
念
公
園
。

明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
に
有
栖
川
宮
威
仁
親
王

の
御
用
地
と
な
っ
た
こ
の
地
は
、
そ
の
後
高

松
宮
家
、
東
京
市
へ
と
受
け
継
が
れ
、
現
在

は
区
立
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
渓
谷
や
池

な
ど
豊
か
な
自
然
が
広
が
る
こ
の
公
園
の
高

台
に
あ
る
の
が
、東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
以

下
、
都
立
中
央
図
書
館
）
で
す
。

　

都
立
中
央
図
書
館
は
、
明
治
41
（
１
９
０
８
）

年
に
開
館
し
た
東
京
市
立
日
比
谷
図
書
館

を
ル
ー
ツ
と
し
、
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
に

そ
の
蔵
書
を
引
き
継
い
で
開
館
し
ま
し
た
。

ル
ー
ツ
で
あ
る
日
比
谷
図
書
館
は
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
に
千
代
田
区
に
移
管
さ
れ
、
東

京
都
立
図
書
館
（
以
下
、
都
立
図
書
館
）
は

現
在
は
、
都
立
中
央
図
書
館
と
国
分
寺
市
に

あ
る
都
立
多
摩
図
書
館
と
の
２
館
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

都
立
中
央
図
書
館
の
蔵
書
数
は
公
立
図
書

館
で
は
全
国
で
も
最
大
級
の
２
１
０
万
冊
以

上
で
あ
り
、
個
人
利
用
者
へ
の
貸
出
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
都
内
公
立
図
書
館
へ
の
貸
出

等
を
通
じ
、
利
用
者
の
調
査
研
究
の
た
め
、

都
内
の
公
立
図
書
館
の
た
め
に
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

白壁の外観。地上 5 階建てで、書庫は地下 4 層（地下 2 階）まであります。
＊東京都立図書館ホームページから転載（以下「＊」印）。
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私
は
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
実
務
研
修

員
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
都
立
中
央

図
書
館
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
立
中
央

図
書
館
は
総
務
や
企
画
、
図
書
館
へ
の
協
力

支
援
な
ど
を
担
当
す
る
管
理
部
と
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
や
資
料
収
集
を
担
当
す
る
サ
ー
ビ

ス
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
私
は
サ
ー
ビ
ス

部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
の
都
市
・
東
京
情
報
担

当
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
都
市
・
東
京
情
報

担
当
の
業
務
に
は
、
主
に
以
下
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
東
京
関
係
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で

す
。
メ
ー
ル
や
文
書
、
フ
ォ
ー
ム
で
寄
せ
ら

れ
た
質
問
は
、
内
容
に
応
じ
て
各
担
当
に
割

り
振
ら
れ
、
そ
の
う
ち
東
京
に
関
す
る
も
の

を
都
市
・
東
京
情
報
担
当
が
調
査
し
て
い
ま

す
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

経
験
が
な
く
全
く
の
初
心
者
だ
っ
た
た
め
、

「
○
○
の
近
く
に
こ
ん
な
お
店
が
あ
っ
た
は

ず
。」「
×
×
市
に
あ
る
碑
は
い
つ
誰
が
建
て

た
？
」「
□
□
区
の
あ
の
計
画
が
始
ま
っ
た

経
緯
は
？
」
な
ど
、
地
域
や
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
寄
せ
ら
れ
る
質
問
に
ま
だ
ま
だ
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
す
が
、
お
求
め
の
情
報
を
ご
提

供
で
き
た
時
や
、
以
前
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で

得
た
知
識
を
次
の
調
査
に
活
か
せ
た
時
は
自

分
の
成
長
も
実
感
で
き
、
強
く
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
業
務
で
す
（
行
き
詰
ま
っ
た
と

き
は
、
た
ま
に
自
分
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
い

た
だ
い
た
お
礼
状
を
見
返
し
て
元
気
を
出
し

ま
す
）。

　

次
に
、
東
京
関
係
の
資
料
収
集
で
す
。
通

常
の
選
書
は
資
料
の
収
集
担
当
で
あ
る
資
料

管
理
課
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
東
京
に
関
す

る
資
料
に
つ
い
て
は
、
都
市
・
東
京
情
報
担

当
が
選
書
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
庁
各

部
局
や
各
自
治
体
が
発
行
す
る
事
業
概
要
や

調
査
報
告
書
と
い
っ
た
行
政
資
料
が
多
い
で

す
が
、
都
内
の
最
新
グ
ル
メ
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
掲
載
さ
れ
た
本
も
い
ち
早
く
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
と
い
う
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
に
関
す
る
資
料
で
も
、
江
戸

の
浮
世
絵
や
絵
図
な
ど
の
資
料
は
、
都
市
・

東
京
情
報
担
当
で
は
な
く
特
別
文
庫
担
当
が

所
管
し
て
い
ま
す
。
両
担
当
が
管
理
し
て
い

る
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、
国
指
定
重
要
文

化
財
の
「
江
戸
城
造
営
関
係
資
料
（
甲
良
家

伝
来
）」（
次
ペ
ー
ジ
画
像
Ｆ
）
な
ど
を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
政
策
立
案
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
窓

口
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
政
策
立
案
支
援
サ
ー

AB

C

A 有栖川宮記念公園。
B 園内案内図。図書館は高台にあります。
C 1F中央ホール。ご質問は中央の総合
カウンターで受け付けます＊。
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ビ
ス
と
は
、
東
京
都
庁
各
部
局
の
職
員
か
ら

の
依
頼
に
応
じ
、
政
策
立
案
に
必
要
な
資
料

紹
介
や
調
査
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
い
わ
ば

行
政
職
員
向
け
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で

は
資
料
の
貸
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
は
通
常
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
同

様
、
内
容
に
応
じ
て
各
担
当
の
職
員
が
調
査

を
行
い
ま
す
が
、「
明
日
ま
で
に
」
と
い
っ

た
急
ぎ
の
依
頼
の
場
合
は
、
都
市
・
東
京
情

報
担
当
の
職
員
総
出
で
調
査
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

実
務
研
修
中
の
こ
の
１
年
、
恐
ら
く
全
国

ど
の
図
書
館
で
も
そ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

都
立
図
書
館
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

が
赴
任
し
た
昨
年
４
月
１
日
は
、
一
昨
年
末

か
ら
休
止
し
て
い
た
来
館
サ
ー
ビ
ス
が
再
開

さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
日
で
あ
り
、
初
日
か
ら

館
内
が
非
常
に
慌
た
だ
し
か
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
再
開
も
束
の
間
、
４

月
25
日
か
ら
は
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受

け
て
来
館
サ
ー
ビ
ス
は
再
び
休
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
月
１
日
以
降

は
制
限
付
き
な
が
ら
来
館
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

D

E

GH

F

D リニューアル前の1F 展示コーナー＊。
E 1F 都市・東京情報コーナー。東京のことを調べたい時はまずこちらへ！
F 「江戸城造営関係資料（甲良家伝来）」より「江戸御城総絵図」。ＴＯ
ＫＹＯアーカイブでご覧になれます。
https://archive.library.metro.tokyo.lg.jp/da/detail?tilc
od=0000000002-00006375

G 担当したミニ展示では、マスコットキャラが誕生10 周年を迎えた都電を
ピックアップ。
H 都内公立図書館向けのレファレンス研修では講師も担当しました。

https://archive.library.metro.tokyo.lg.jp/da/detail?tilcod=0000000002-00006375
https://archive.library.metro.tokyo.lg.jp/da/detail?tilcod=0000000002-00006375
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都
立
図
書
館
は
、
も
ち
ろ
ん
公
立
図
書
館

と
し
て
は
全
国
で
も
最
大
規
模
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
国
立
国
会
図
書
館
に
い
た
時
と
比

べ
て
、「
今
後
図
書
館
は
ど
う
な
る
の
か
」、

「
図
書
館
に
は
行
け
な
い
が
な
ん
と
か
急
ぎ

で
資
料
が
欲
し
い
」
と
い
う
利
用
者
の
声
が
、

よ
り
直
接
私
た
ち
職
員
の
耳
に
届
く
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
感
染
対
策
と
の
狭
間
で
、

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
ま
で
提
供
で
き
る
か

検
討
す
る
姿
勢
を
、
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
実
務
研
修
に
来

た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
で
す
。

　

最
近
実
施
し
た
館
内
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
都
立
中
央
図
書
館
は
、
昨
年
11
月
11
日

か
ら
今
年
１
月
６
日
ま
で
、
特
別
整
理
（
蔵

書
点
検
等
）
と
古
く
な
っ
た
空
調
、
照
明
の

更
新
工
事
等
の
た
め
来
館
サ
ー
ビ
ス
を
休
止

し
て
い
ま
し
た
（
非
来
館
サ
ー
ビ
ス
は
継

続
）。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き
た
と
こ
ろ

で
の
再
休
止
と
な
り
利
用
者
の
皆
様
に
は
申

し
訳
な
い
限
り
で
し
た
が
、
再
開
時
に
「
都

立
図
書
館
よ
く
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

大
き
く
変
わ
っ
た
１
点
目
は
、
１
階
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
再
編
成
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
紹
介
す
る
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、
江
戸
・
東
京

の
伝
統
や
文
化
を
紹
介
す
る
「
伝
統
・
文
化
」、

そ
し
て
日
本
に
つ
い
て
書
か
れ
た
洋
書
（
英

語
、仏
語
、独
語
な
ど
）
を
紹
介
す
る
「Books 

on Japan

」
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
を
、「Books on Japan

」
を

引
き
継
ぎ
つ
つ
発
展
さ
せ
る
形
で
「
話
題
の

洋
書
コ
ー
ナ
ー
」
に
一
本
化
し
ま
し
た
。
新

着
洋
書
な
ど
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ア
ー

カ
イ
ブ
資
産
展
示
で
す
。
１
階
都
市
・
東
京

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
資
料
の
配
置
換
え
を
行

い
、
大
会
の
関
連
用
品
や
文
書
を
展
示
す
る

ス
ペ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。
現
在
は
聖
火

リ
レ
ー
の
ト
ー
チ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
競
技
用
具

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
そ
う
で
す

が
、
都
立
図
書
館
で
は
若
手
の
職
員
が
多
く

の
業
務
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
も
印
象
的
で
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
と

J I

K
I 4F 作業スペースは仮電話センターとして使
用。工事休館に関するお問い合わせや電話
での調査依頼に対応しました。
J 工事用の資材でいっぱいの1F中央ホール。
K 資料の保護のため閲覧室も棚や閲覧机にカ
バーがかけられた状態に。
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は
年
齢
ご
と
の
人
数
比
も
違
い
、
一
概
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
若
手
が
積

極
的
に
意
見
を
出
し
、
実
現
に
向
け
て
動
く
、

そ
ん
な
、
自
分
と
同
世
代
の
職
員
が
活
躍
す

る
姿
に
は
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

実
務
研
修
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
も
う
１

年
間
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
立

国
会
図
書
館
で
は
未
経
験
だ
っ
た
業
務
が
多

く
、
何
か
ら
何
ま
で
教
え
て
い
た
だ
い
て
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
残
り
の
期
間
も
少

し
で
も
都
立
図
書
館
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

力
を
尽
く
し
、
こ
こ
で
得
た
ご
縁
と
経
験
を

大
切
に
国
立
国
会
図
書
館
に
戻
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

L

N

M

OP

L,M 話題の洋書コーナーには手書きの看板を設置。看板の裏
面にはコーナーに置いてある資料の案内が。
N 壁面には都立図書館の国際交流を紹介する資料や特別文
庫室所蔵の外国に関する資料を展示しています。

O,P オリパラのアーカイブ資産展示コーナー。聖火
リレー用トーチや、日本が金メダルを獲得した野球
やソフトボールの決勝戦で実際に使用されたボー
ルなど、貴重な物品を展示しています。

5F 眺めの良いグリーンビューシート＊。
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日
本
美
術
は
鎖
国
の
た
め
長
ら
く
海
外

に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
１
８
６
２

年
の
第
２
回
ロ
ン
ド
ン
万
博
で
ロ
ン
ド
ン

子
達
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
で
は
文
久
２
年
、
幕
末
で
あ
る
。
初

代
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
と
し
て
徳
川
幕
府

と
英
国
と
の
交
渉
を
担
っ
た
オ
ー
ル
コ
ッ

ク
卿
が
、
日
本
各
地
で
熱
心
に
収
集
し
た

工
芸
品
（
漆
器
、
陶
磁
器
、
刀
剣
な
ど
）

か
ら
日
用
品
に
至
る
ま
で
、
約
６
０
０
点

の
品
々
を
出
品
し
た（

１
）。
根
付
や
陶
磁
器
な

ど
を
中
心
に
、
英
国
で
日
本
美
術
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た（

２
）。
英
国
の
工
芸
作
家
が
日

本
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
家
具
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
よ
う
に
な
り（

３
）、
日
本
の
工
芸
品
を

輸
入
販
売
す
る
骨
董
店
も
ロ
ン
ド
ン
に
登

場
し
た
。
女
性
の
肖
像
画
な
ど
に
屏
風

や
団
扇
な
ど
が
描
か
れ
る
よ
う
に
も
な
っ

た（
４
）。
１
８
８
０
年
代
末
に
は
こ
う
し
た
日

本
趣
味
、
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
最

高
潮
に
達
し
、
中
流
階
級
の
間
で
、
百
貨

店
で
室
内
装
飾
用
に
日
本
の
工
芸
品
を
購

入
す
る
こ
と
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
一
方
、

今
回
紹
介
す
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
モ
リ
ソ

ン
な
ど
、
コ
レ
ク
タ
ー
の
間
で
、
日
本
美

術
を
学
術
的
に
探
求
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
起
こ
っ
た
の
だ
っ
た（

５
）。

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
聖

ト
ー
マ
ス
病
院
で
外
科
研
修
医
兼
解
剖
学

実
験
授
業
の
助
手
と
し
て
働
い
て
い
た
。

１
８
７
３
年
か
ら
、
明
治
政
府
の
命
に
よ

り
、
若
い
軍
医
と
学
生
に
医
学
を
教
え
る

た
め
に
海
軍
に
勤
務
し
、
日
本
で
約
６
年

間
を
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外
国
人
」
と
し

て
過
ご
し
た（

６
）。

　

若
い
こ
ろ
医
学
か
芸
術
か
で
迷
い
、
美

術
学
校
で
学
ん
だ
経
験
を
持
つ
。
ス
ケ
ッ

チ
を
得
意
と
し
て
い
た
た
め
、
解
剖
学
を

教
え
る
際
に
描
い
た
図
は
、
生
徒
や
同
僚

日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ
た

二
人
の
英
国
人

瀧
澤 

和
子

本
の
森
を
歩
く

　
　
　
第
2 8
回

英国でジャポニスムが一世を風靡した時代に、2 人の英国人、外科医アン

ダーソンとジャーナリスト兼小説家モリソンが出版した日本美術書を紹介する。

2 人はそれぞれ本業を持ち、本業でも趣味の日本美術でも名を残している。

第２回ロンドン万博、オールコック収集の日本製品の展示の様子。
The Illustrated London News Reprint Ed, 1862.9.20, Originally published by 
William Little in London, Kashiwashobo Pub. Co., 1997< 請求記号 Z99-973>
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達
か
ら
評
判
だ
っ
た
と
い
う（
７
）。
最
終
的
に

医
学
の
道
を
選
ん
だ
が
、
日
本
滞
在
中
に

日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ
た（

８
）。
来
日
に
あ
た

り
、
西
洋
の
版
画
や
エ
ッ
チ
ン
グ
を
持
参

し
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
を
火
災
で
焼
失
し

て
し
ま
い
、
そ
の
埋
め
合
わ
せ
も
あ
っ
て

日
本
の
美
術
品
収
集
に
熱
中
し
て
い
っ
た

と
い
う（

９
）。

　

30
代
の
新
進
気
鋭
の
医
師
と
し
て
働
く

か
た
わ
ら
、
同
時
期
に
若
手
外
交
官
と
し

て
来
日
し
て
い
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ

な
ど
同
時
代
の
日
本
通
の
西
洋
人
た
ち
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
利
用
し
て
、
日
本
滞

在
中
に
３
、０
０
０
点
以
上
に
及
ぶ
絵
画

作
品
を
収
集
し
た

（
１
０
）。
そ
の
う
ち
３
分
の
２

は
「
ま
く
り
」
と
呼
ば
れ
る
表
装
さ
れ
て

い
な
い
作
品
で
、
骨
董
店
な
ど
で
安
価
に

購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。　
　

　

英
国
帰
国
後
の
１
８
８
１
年
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
ほ
と
ん
ど
を
３
、０
０
０
ポ
ン

ド
で
大
英
博
物
館
に
売
却
し
た

（
１
１
）。
彼
の
日

本
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
同
館
の
日
本

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
築
く
こ
と

と
な
っ
た

（
１
２
）。　

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
はT

he Pictorial A
rts 

of Japan

を
１
８
８
６
年
に
刊
行
し
た
。

先
史
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
美

ウィリアム・アンダーソン
（William Edwin Anderson, 1842-1900）
※肖像の出典は 17 ページ（以下同）。

William Anderson, The pictorial arts of Japan. With a brief 
historical sketch of the associated arts, and some remarks 
upon the pictorial art of the Chinese and Koreans, L. Lowe, 
Marston, Searle, and Rivington, 1886< 請求記号 Sd-51>

（上）当館に所蔵されているのは、アンダーソンの署名と通し番号の
入った献呈本。

（右）第１部の表紙には、ビングの『芸術の日本』創刊号と同じ図版
が使用されている。

紙も厚く、相当な重量に。

William Edwin Anderson
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アーネスト・サトウ
（Ernest Mason Satow, 1843-1929）
19 歳の若き通訳官として英国から来日。日英の外
交関係に貢献した。日本研究者としての著作も多数
ある。和漢書の卓越した収集家でもあったサトウは、
資料の入手や読解の面でアンダーソンを助けた。サ
トウとアンダーソンが共著でThe pictorial arts of 
Japan を出版する計画もあった 13。

The pictorial arts of Japan と対で出版されたカ
タログ（目録）で約 3,500 点の作品の基本情報

（題名、作者名、流派、制作年等）が掲載され、
一部作品には詳しい解説（次頁画像参照）も付
されている。右画像は２冊を重ねたもの。

術
の
通
史
、
技
法
や
特
徴
な
ど
を
解
説
し

た
、
約
３
０
０
頁
、
縦
40
㎝
も
あ
る
豪
華

な
革
装
本
で
、
80
枚
の
図
版
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　

作
品
を
大
英
博
物
館
に
売
却
す
る
に
あ

た
っ
て
、
作
品
の
カ
タ
ロ
グ
（
目
録
）
を

作
成
し
、
日
本
美
術
の
流
派
や
歴
史
等
に

つ
い
て
解
説
を
加
え
る
こ
と
が
買
取
り
条

件
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
カ
タ
ロ

グ
の
解
説
部
分
が
大
部
に
及
ん
だ
の
で
、

カ
タ
ロ
グ
か
ら
解
説
を
切
り
離
し
て
、
解

説
だ
け
を
独
立
し
た
１
冊
の
研
究
書
と

し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
本
書

で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
自
身
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
に
来
日
し

た
医
師
や
、
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
美

術
コ
レ
ク
タ
ー
の
収
蔵
品
の
図
版
も
収
録

さ
れ
て
い
る

（
１
４
）。

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
絵
画
を
収
集
し
て
い

る
こ
と
が
彼
の
特
徴
で
、
狩
野
派
の
絵
画

が
若
干
多
く
、
室
町
時
代
の
水
墨
画
、
文

人
画
か
ら
京
都
の
円
山
四
条
派
で
、
江
戸

時
代
の
作
品
は
ほ
ぼ
偏
り
な
く
博
物
学
的

に
集
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
美
術
の
概
念
が
確
立
し

て
い
な
か
っ
た
当
時
の
日
本
で
は
、
画
論

書
や
画
人
伝
な
ど
は
あ
っ
て
も
日
本
美
術

全
体
に
つ
い
て
述
べ
た
書
籍
は
存
在
し
な

か
っ
た

（
１
５
）た
め
、
本
書
と
カ
タ
ロ
グ
は
大
変

貴
重
な
も
の
だ
が
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
英

国
帰
国
後
の
出
版
で
あ
っ
た
こ
と
、
翻
訳

書
が
１
８
９
６
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ

と（
１
６
）、
さ
ら
に
パ
リ
万
博
向
け
に
日
本
政
府

が
編
纂
し
た
い
わ
ば
公
的
な
日
本
美
術
史

解
説
書
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史（

１
７
）』 

が

同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
日
本
で
は

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

（
１
８
）。

　

英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
研
究
し
た
三

笠
宮
彬
子
女
王
は
、「
彼
に
と
つ
て
、
集

め
ら
れ
た
作
品
は
日
本
美
術
を
体
系
化

し
て
理
解
す
る
た
め
の
標
本
で
あ
つ
た
。」

と
分
析
し
て
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
こ

う
し
た
収
集
方
法
は
、
英
国
に
持
ち
帰

る
た
め
の
「
日
本
美
術
の
代
表
的
サ
ン
プ

ル
集
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ

た（
１
９
）。
自
分
の
好
み
を
越
え
て
、
一
時
代
の

全
体
像
を
切
り
取
る
よ
う
な
学
術
的
な
眼

で
収
集
に
あ
た
っ
て
い
た
の
だ

（
２
０
）。

Wil l iam Anderson, Descript ive and 
historical catalogue of a collection of 
Japanese and Chinese paintings in the 
British Museum, Longmans & Co. [etc.], 
1886< 請求記号 D-25>

※引用の旧字は新字に、旧仮名づかいはママとしました。
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アンダーソンは膨大な和漢書のコレクター 21 でもあったため、The 
pictorial arts of Japan にも江戸時代の画譜、画史、絵本などの挿
絵が多数使用されている。例えば、第 2 章の冒頭には、西川祐信（す
けのぶ）による『絵本玉かづら』の中から、女性たちが屋内でいたず
ら描きにいそしむ様子を描いた絵が掲載されている。
カタログには、約 70 点の日本語の参考文献が掲載されており、著名な
和漢書が多く含まれている 。
彼の蔵書のうち 1,900 冊近くが大英博物館に売却され、1973 年に
同館から図書部門が独立して大英図書館となり、移管された結果、現
在、旧蔵書は両館に分蔵されているという22。The pictorial arts of Japan に掲載されている多数の図版のうち、

Plate 62 の鶴の絵は四条派の流れをくむ画家森一鳳（もり いっぽ
う）の作。カタログでは「作品番号 2275」として解説が付与され
ている（上画像）。アンダーソンの解説によれば、本作は、飛翔す
る鳥の高さを示すため、画面の下半分が空白として残されているとの
こと。

日本における木版画の歴史を、版画の誕生から全 6 期
に分けて、各時期の代表的絵師、作品、技法などを詳
細に解説した書。左ページは、浮世絵師西村重長の色
刷り版画より。

脚気はヨーロッパには見られなかったためアン
ダーソンにとっては未知の病だったが、来日中
は 4 年間で 1,000 人を超える脚気患者を診察
し、軍医らへ講演した内容を 1878 年に論文と
してまとめた 23。同年、和訳されたのが本書で
ある。彼は自分の母校である聖トーマス病院医
学校に海軍軍医高木兼寛を推薦して留学させ、
高木が海軍の脚気撲滅の糸口を掴むきっかけを
つくった 24。

～医師としての著作～

Will iam Anderson, Japanese wood 
engravings : their history, technique 
and characteristics, Seeley, Macmillan, 
1895< 請求記号 B-264>

ウイリアム・アンデルソン 著、 豊 住 秀 堅 
訳『脚気病説（安氏）』山中市兵衛　明
12　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/834752（モノクロ画像）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/834752
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/834752
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英
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
小
説
家

で
、
戯
曲
も
書
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ー

ス
ト
エ
ン
ド
に
住
む
貧
困
層
の
生
活
を

あ
り
の
ま
ま
に
描
い
た
小
説
で
名
を
成
し

た
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の

大
人
気
に
あ
や
か
っ
て
、
探
偵
マ
ー
チ
ン
・

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
が
登
場
す
る
短
編
ミ
ス
テ

リ
をStrand M

agazine

で
ホ
ー
ム
ズ
休

載
中
に
連
載
し
、
好
評
を
博
し
た
。
日
本

美
術
の
知
識
を
活
か
し
て
、
名
刀
正
宗
や

八
幡
大
菩
薩
が
物
語
の
カ
ギ
と
な
る
短
編

「
日
本
古
美
術
収
集
家
殺
し
」
も
発
表
し

た（
２
７
）。
日
本
で
は
大
正
時
代
に
既
に
紹
介
さ

れ
、
そ
の
後
も
一
部
が
ミ
ス
テ
リ
の
選
集

に
収
録
さ
れ
て
き
た
が
、
昨
年
に
は
完
全

版
も
刊
行
さ
れ
た

（
２
８
）。

　

イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド
に
潜
入
す
る
際
に
は

格
闘
技
を
習
っ
て
暴
漢
の
襲
撃
に
備
え
た

と
い
う
か
ら
、
モ
リ
ソ
ン
自
身
が
ま
る
で

ホ
ー
ム
ズ
の
よ
う
な
超
人
だ
。
早
く
に
文

壇
か
ら
引
退
し
て
、
２
０
０
点
に
の
ぼ
る

名
画
に
囲
ま
れ
て
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー

州
の
田
舎
で
優
雅
な
隠
居
生
活
を
送
り
、

82
歳
で
生
涯
を
終
え
た

（
２
９
）。

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
は
異
な
っ
て
終
生
来

日
経
験
は
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
で
浮
世
絵
版

画
と
日
本
絵
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
い

た
。
小
説
家
と
し
て
名
を
成
す
前
は
、イ
ー

ス
ト
エ
ン
ド
に
ほ
ど
近
い
ド
ッ
ク
に
入
港

す
る
船
を
待
ち
構
え
、
日
本
帰
り
の
船
員

た
ち
か
ら
浮
世
絵
を
安
価
に
購
入
し
て
い

た
と
さ
れ
る
。
浮
世
絵
に
と
ど
ま
ら
ず
日

本
絵
画
全
般
の
本
格
的
な
収
集
を
始
め
て

か
ら
は
、
東
洋
美
術
商
で
あ
る
山
中
商
会

な
ど
の
専
門
の
美
術
商
か
ら
も
多
く
購
入

し
て
い
る

（
３
０
）。
ま
た
幼
な
じ
み
の
外
交
官
で

来
日
経
験
の
あ
る
ハ
ロ
ル
ド
・
パ
ー
レ
ッ

ト
（H

arold George Parlett

）
を
通
じ

て
入
手
し
た
も
の
も
多
い
よ
う
だ

（
３
１
）。

　

ロ
ン
ド
ン
留
学
中
の
日
本
画
家
の
下し

も
む
ら村

観か
ん
ざ
ん山
と
も
交
流
し
、
日
本
画
の
技
術
の
実

演
を
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
知
識
を
深
め

た
。

　

１
９
１
３
年
に
は
、
篤
志
家
が
モ
リ
ソ

ン
か
ら
購
入
し
た
５
８
９
点
の
日
本
絵
画

と
33
点
の
中
国
絵
画
が
大
英
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
、
同
館
学
芸
員
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ビ

ニ
ヨ
ン
（Robert Laurence Binyon

）
は
、

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
絵
画
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
良
の
も
の
と
報
告
し
て
い
る

（
３
２
）。

下村 観山（1873-1930）
明治から昭和前期の日本画家。1903 年 2 月、
文部省の留学生として渡英した際、大英博物
館に通った。モリソンと知り合い、共に同館の
版画素描部門の勉強室に入室した記録もあ 
る 25。モリソンは、英語がほとんどできなかった
観山の面倒を見たとされる 26。

アーサー・モリソン
（Arthur George Morrison, 

1863-1945）

Arthur George Morrison

山中商会ロンドン支店の外観。
『山中定次郎伝』故山中定次郎翁伝編纂会 編集・
発行　昭 14　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1258420/100

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1258420/100
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1258420/100
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１
９
１
１
年
刊
行
のThe painters of 

Japan

は
、
モ
リ
ソ
ン
の
日
本
絵
画
研
究

の
集
大
成
で
あ
る
。
流
派
ご
と
の
画
風
、

中
心
と
な
る
画
家
の
経
歴
や
代
表
的
作
品

な
ど
を
詳
細
に
記
述
し
た
研
究
書
で
、
上

巻
は
土
佐
派
、
狩
野
派
な
ど
を
解
説
。
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
は
古
い
時
代
の
浮
世
絵
に
は

さ
ほ
ど
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
が

（
３
３
）、
モ
リ

ソ
ン
は
そ
う
で
は
な
い
。
本
書
の
下
巻
で

は
、
浮
世
絵
の
創
始
者
と
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
岩
佐
又
兵
衛
に
は
じ
ま
り
、
ペ
ー
ジ

の
大
半
を
割
い
て
、
浮
世
絵
の
流
派
や
絵

師
を
紹
介
し
た
。
そ
の
下
巻
の
一
部
を
翻

訳
、
増
補
し
て
『
日
本
の
浮
世
絵
師
』
を

出
版
し
た
山
名
格
蔵
は
、
稀
覯
本
に
属
す

る
高
価
な
世
界
的
大
著
と
し
て
本
書
を
紹

介
し
て
い
る

（
３
４
）。

　

な
お
モ
リ
ソ
ン
の
日
本
絵
画
研
究
の
基

礎
に
な
っ
た
の
は
、
彼
が
収
集
し
た
浮
世

絵
や
日
本
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

大
英
博
物
館
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル

バ
ー
ト
博
物
館
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、『
審
美
大
観
』
や
『
國
華
』
な
ど
の

日
本
の
美
術
出
版
物
、『
万
宝
全
書
』、『
本

朝
画
史
』、『
浮
世
絵
類
考
』
な
ど
の
和
書

で
あ
る
。

Arthur Morrison, The painters of 
Japan, T.C. & E.C. Jack, 1911< 請求記
号 Sd-156>

（上）標題紙。
（下）下巻より浮世絵派の解説。

下巻にカラーで掲載されている浮世絵作品の一部。
（右）歌川豊広（1773-1828）「GIRL WITH SAMISEN（三味線を持つ娘）」。豊広は江戸後
期の浮世絵師で、広重の師として知られる。歌川豊春に学び、豊国としばしば並び称された。 

（左）葛飾北斎（1760-1849）「流水に鴨図」。左下に“齢八十八卍”のサインがあるとおり、
晩年の肉筆画で、高齢になっても北斎の筆の冴えが衰えていないことを示す好例といえよ
う。
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1880 年代末には、ロンドンで日本美術関連の
展覧会が複数回開催された 35。本書はロンドン
のギャラリー、ファイン・アーツ・ソサエティー
で開催された展覧会にモリソンが貸与した作品
のカタログである。口絵の作品は、江戸中期の
浮世絵師、奥村政信による。奥村は丹鳥斎、文角、
芳月堂など多くの号を名乗り、本作には「芳月
堂丹鳥斎奥村文角政信画」と長い署名がある。

大英博物館に収蔵されたモリソンの日本・中国
美術作品の展示を紹介する小冊子で、同館学芸
員のビニヨンが序文を寄せている。左下画像は、
当時の日本美術展示の様子。インドや中国美術
も同じ部屋に飾られていることが分かる。

　

モ
リ
ソ
ン
は
、
作
家
と
し
て
有
名
に
な

る
以
前
か
ら
大
英
博
物
館
の
図
書
館
の
入

館
証
を
入
手
し
て
い
た

（
３
６
）。
そ
の
後
、
大
英

博
物
館
で
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
カ
タ
ロ
グ
の
訂
正
補
注
な
ど
に
携

わ
っ
た
古
筆
了
任
と
知
り
合
い
、
秘
書
と

し
て
手
当
を
出
す
な
ど
し
て
日
本
の
出
版

物
を
研
究
し
て
お
り

（
３
７
）、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の

著
書
も
読
み
込
ん
で
い
た
。
英
国
に
お
け

る
日
本
美
術
研
究
者
た
ち
を
結
び
つ
け
た

場
の
一
つ
は
、
大
英
博
物
館
だ
っ
た
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

１
９
９
０
年
に
行
わ
れ
た
「
大
英
博
物

館
秘
蔵
「
江
戸
美
術
展
」

（
３
８
）」 

で
は
、
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
と
モ
リ
ソ
ン
の
寄
贈
し
た
日
本

絵
画
が
多
数
出
展
さ
れ
、
東
京
に
「
里
帰

り
」
を
果
た
し
た
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
モ

リ
ソ
ン
の
二
人
は
、
本
業
で
も
業
績
を

残
し
つ
つ
、
遠
い
島
国
、
日
本
の
美
術
を

研
究
し
て
大
著
を
残
し
、
現
代
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
人
生
１
０
０
年
と

い
わ
れ
る
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
彼
ら
の
生
き
方
は
示
唆
に
富
ん
で
い

る
。 

キ
ャ
リ
ア
を
築
き
な
が
ら
趣
味
の
道

も
究
め
る
秘
訣
は
、
専
門
家
と
の
一
期
一

会
を
大
事
に
す
る
こ
と
、
本
に
親
し
む
こ

と
、
そ
し
て
図
書
館
に
通
い
詰
め
る
こ
と
、

と
結
論
付
け
て
筆
を
お
こ
う
。

Arthur Morrison, Exhibition of Japanese 
prints : illustrated catalogue, with notes 
and an introduction , Fine Art Society, 
1909< 請求記号 Ba-298>

Guide to an exhibition of Japanese & 
Chinese paintings principally from the 
Arthur Morrison collection, Printed by 
order of the Trustees, 1914< 請 求 記 号 
182-317>
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1 楠元町子「1862 年第２回ロンドン万国博覧会における「日本」」『愛
知淑徳大学論集　文学部・文学研究科篇』(40)　2015　pp.58-
60< 請求記号 Z22-1017>；オールコック 著、山口光朔 訳『大君
の都　幕末日本滞在記 下』岩波書店　1962　p.202< 請求記号 
210.58-cA35o2-Y>

2 松村昌家 著『大英帝国博覧会の歴史　ロンドン・マンチェスター二都
物語』ミネルヴァ書房　2014　pp.189-195< 請求記号 D7-L28>

3 宮崎克己 著『ジャポニスム　流行としての「日本」 』講談社　2018　
pp.62-64< 請求記号 K71-M1>

4 小野文子 著『美の交流　イギリスのジャポニスム』技報堂出版　2008　
p.13, p.24< 請求記号 K181-J13>

5 粂和沙「バーリントン・ファイン・アーツ・クラブとジャポニスム　19 世
紀末イギリスにおける浮世絵版画受容についての一考察」『実践女子大
学美學美術史學』(34)　2020.3　p.35< 請求記号 Z11-1604>

6 彬子女王「ウィリアム･ アンダーソン･コレクション再考」『お茶の水女子
大学比較日本学研究センター研究年報』(4)　2008.3　p.123< 請求
記号 Z71-N323>

7 長門谷洋二「本邦海軍軍医教育の基礎を築いた 2 人の英人医師　ア
ンダーソンとホイーラー」『臨床科学』22(2)　1986.2　pp.239-245<
請求記号 Z19-293>；ジョン・Z. バワース 著、金久卓也、 鹿島友義 訳

『日本における西洋医学の先駆者たち』慶應義塾大学出版会　1998　
p.312< 請求記号 SC28-G34>

8 「北斎と英国の知られざる5 つの物語 - 大英博物館の北斎展「Hokusai: 
beyond the Great Wave」」2017.5.4　英国ニュースダイジェストウェ
ブ サイト <http://www.news-digest.co.uk/news/features/16335-
hokusai-beyond-the-great-wave.html>

9 小山騰 著『アーネスト・サトウと蔵書の行方　『増補浮世絵類考』の来
歴をめぐって』勉誠出版　2020　p.339< 請求記号 KC172-M31>

10 前掲、注 9 『アーネスト・サトウと蔵書の行方　『増補浮世絵類考』の
来歴をめぐって』p.53

11 彬子女王「標本から美術へ　十九世紀の日本美術品蒐集、特に
アンダーソン・コレクションの意義について」『國華』114(7)(1360)　
2009.2　p.28< 請求記号 Z11-165>

12 前掲、注 6「ウィリアム･ アンダーソン･コレクション再考」p.124
13 前掲、注 9 『アーネスト・サトウと蔵書の行方　『増補浮世絵類考』の

来歴をめぐって』p.44, p.48, p.336, p.369；村角紀子「19 世紀末に
おける〈日本美術史〉資料収集のネットワーク　ウィリアム・アンダーソン
旧蔵和漢籍を中心に」『鹿島美術財団年報』(27) ( 別冊 ) 2009 年度
版　p.226< 請求記号 Z11-1895>；遠藤望「大英博物館所蔵アンダー
ソン･コレクション調査報告」『ジャポネズリー研究学会会報』 12(1992)　
p.22 注 3< 請求記号 Z11-1596>

14 前掲、注 9 『アーネスト・サトウと蔵書の行方　『増補浮世絵類考』の
来歴をめぐって』 pp.343-344；前掲、注 13「大英博物館所蔵アンダー
ソン･コレクション調査報告」pp.11-45

15 彬子女王「特別講演　英国人医師に教えられた日本美術史―ウィリア
ム・アンダーソンと大英博物館の日本美術コレクション―」『第 81 回 日
本消化器内視鏡学会総会』Vol.53(Suppl.1)　2011　p.1　https://
www.jstage.jst.go.jp/article/gee/53/Supplement1/53_578/_
pdf/-char/ja

16 アンデルソン 著、末松謙澄 訳輔『日本美術全書』八尾書店　明 29, 
30（応用門）https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/849680　（沿革門）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/849679

17 帝國博物館 編『稿本日本帝國美術略史』農商務省　明治 34 ［1901］　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542705

18 翻訳書が 10 年後に出版された際に、当時の読売新聞の書評では古
代を扱った章の記述の正確性が辛辣に批判されたものの、中世以降の
章や外国人がこのような日本美術観を打ち出したことは評価された。『読

売新聞』1896.8.10.17　付録 p.1
19 前掲、注 11「標本から美術へ　十九世紀の日本美術品蒐集、特に

アンダーソン・コレクションの意義について」p.36
20 『目の眼』(508)2019.1　目の眼　p.26< 請求記号 Z11-885>
21 前掲、注 13「19 世紀末における〈日本美術史〉資料収集のネットワー
ク　ウィリアム・アンダーソン旧蔵和漢籍を中心に」p.226

22 前掲、注 13「19 世紀末における〈日本美術史〉資料収集のネットワー
ク　ウィリアム・アンダーソン旧蔵和漢籍を中心に」pp.226-227

23 William Anderson, “Kakke” Transactions of the Asiatic Society of 
Japan. 6(1), 1878, 1964, p.155< 請求記号 Z52-B254>

24 （1849-1920）。海軍軍医。日本最初の医学博士の 1 人。東京慈恵
会医科大学の前身の成医会講習所を創立。現在では脚気はビタミンB1
欠乏症であることが広く知られているが、ビタミンの概念がない時代にビタ
ミンの存在を示したという点において「ビタミンの父」とも呼ばれる。

25 平山郁夫、小林忠 編著・監修『秘蔵日本美術大観 3 ( 大英博物館 3)』
講談社　1993　pp.276-277< 請求記号 YP11-245>

26 松居竜五［ほか］著『達人たちの大英博物館』講談社 1996　p.138<
請求記号 UA31-G26> 

27 押川曠 編、乾信一郎 訳『シャーロック・ホームズのライヴァルたち 2』
早川書房　1983< 請求記号 KS141-98>

28 Arthur Morrison, Milward Kennedy, Barry Pain, E.Bland［著］西川
正身 編著『ストーリーズ・オヴ・デテクシヨン』開隆堂書店　1935　p.i<
請求記号 Y994-J10577>；アーサー・モリスン 著、平山雄一 訳『マー
チン・ヒューイット　完全版』作品社　2021　pp.594-605< 請求記号 
KS179-M1140>

29 アーサー・モリスン 著、井上一夫 訳『マーチン・ヒューイットの事件簿』 
東京創元社　1978　p.353< 請求記号 KS164-169>

30 前掲、注 26『達人たちの大英博物館』p.164, pp.166-168
31 平山郁夫、小林忠 編著・監修『秘蔵日本美術大観 2 ( 大英博物館 2)』

講談社　1992　p.16< 請求記号 YP11-245> 
32 前掲、注 26『達人たちの大英博物館』p.174
33 平山郁夫、小林忠 編著・監修『秘蔵日本美術大観 1 ( 大英博物館 1)』

講談社　1992　p.11< 請求記号 YP11-245>
34 山名格蔵 著『日本の浮世絵師』第一書房　昭和 5　p.5< 請求記号 

721.8-Y33ウ>
35 前掲、注 5「バーリントン・ファイン・アーツ・クラブとジャポニスム　

19 世紀末イギリスにおける浮世絵版画受容についての一考察」pp.47-
48

36 前掲、注 26『達人たちの大英博物館』p.165
37 前掲、注 26『達人たちの大英博物館』p.176
38 『大英博物館秘蔵「江戸美術展」』東京都　1990< 請求記号 

K16-E270>
○肖像の出典
ウィリアム・アンダーソン：彬子女王「標本から美術へ　十九世紀の日本

美術品蒐集、特にアンダーソン・コレクションの意義について」『國華』
114(7)(1360)　2009.2< 請求記号 Z11-165>

アーネスト・サトウ：維新史料編纂事務局 訳編『英使サトウ滞日見聞記
維新日本外交秘録』維新史料編纂事務局　1938　https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/1921021/8

アーサー・モリソン：『英語青年』26(10)(377)　研究社　1912.2< 請求
記号 Z12-55>

下村観山：電子展示会「近代日本人の肖像」https://www.ndl.go.jp/
portrait/datas/279.html

平田禿木：『現代日本文学全集 第 97（文学的回想集）』筑摩書房　
1958< 請求記号 918.6-G295-t>

※ URL の最終アクセス日：令和 4 年 1 月7日

The Queen’s London : a pictorial and 
descriptive record of the streets, buildings, 
parks, and scenery of the great metropolis 
in the fifty-ninth year of the reign of her 
majesty Queen Victoria, Cassell & Company, 
1899< 請求記号 Sf-9>

大英博物館のリーディングルーム（閲覧室）。

※背景画像の出典：素材 Good　https://sozai-good.com/

http://www.news-digest.co.uk/news/features/16335-hokusai-beyond-the-great-wave.html
http://www.news-digest.co.uk/news/features/16335-hokusai-beyond-the-great-wave.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/gee/53/Supplement1/53_578/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/gee/53/Supplement1/53_578/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/gee/53/Supplement1/53_578/_pdf/-char/ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/849680
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/849679
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542705
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1921021/8
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1921021/8
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/279.html
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/279.html
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サ
ー
ビ
ス
運
営
課
総
合
案
内
係
で
ど
ん
な

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

新
館
と
本
館
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
で
利
用
者
の
方
に
対
応
す
る
の

が
メ
イ
ン
の
仕
事
で
す
。
所
蔵
調
査
や
簡

易
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

問
い
合
わ
せ
に
答
え
て
い
ま
す
。

検
索
の
支
援
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
？

は
い
。
国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
は

ほ
か
の
公
共
図
書
館
と
違
っ
て
閉
架
式
の

た
め
、
資
料
を
端
末
で
検
索
す
る
だ
け
で

な
く
、
閲
覧
の
申
込
を
し
た
り
、
複
写
申

込
書
も
端
末
で
作
成
す
る
の
で
、
操
作
の

支
援
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
デ
ジ
コ

レ（
１
）の

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
枚
数
が
多
か
っ
た

り
す
る
と
長
時
間
の
対
応
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
簡
易
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も
す
る

な
ん
て
、
幅
広
い
で
す
ね
。

本
当
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
ま
す
。
簡
単
な

「
ト
イ
レ
は
ど
こ
で
す
か
」
か
ら
、「
〇
〇

の
市
場
動
向
が
知
り
た
い
」
ま
で
。
利
用

者
の
方
が
知
り
た
い
、
調
べ
た
い
テ
ー
マ

に
応
じ
て
、
適
切
な
専
門
室
に
振
り
分
け

た
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹
介
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

何
人
体
制
で
、
週
に
ど
の
く
ら
い
入
る
ん

で
す
か
？

カ
ウ
ン
タ
ー
は
基
本
は
二
人
体
制
で
、
案

内
が
長
時
間
に
な
り
そ
う
だ
な
と
思
っ
た

ら
、
事
務
室
に
ヘ
ル
プ
を
要
請
す
る
と
い

う
形
で
。
週
２
ぐ
ら
い
で
当
番
が
回
っ
て

き
ま
す
が
、
結
局
事
務
室
に
い
て
も
ヘ
ル

プ
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
、

今
週
は
毎
日
出
て
い
た
な
、
と
い
う
こ
と

も
。

あ
る
意
味
、
館
内
利
用
の
す
べ
て
を
知
っ

て
い
る
の
で
は
？

こ
こ
に
異
動
す
る
と
き
に
「
利
用
方
法
に

つ
い
て
何
で
も
わ
か
る
よ
う
に
な
る
よ
」

と
い
う
励
ま
し
を
受
け
ま
し
た
（
笑
）。

利
用
者
の
方
に
一
番
近
い
仕
事
で
す
か
ね
？

そ
う
で
す
ね
。
天
気
が
良
か
っ
た
り
、
休

館
日
の
前
後
は
来
館
者
数
が
増
え
る
な
と

い
う
の
を
肌
で
感
じ
ま
す
し
、
ま
さ
に
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
で
す
ね
。

ほ
か
に
は
、
館
内
の
掲
示
物
や
、
利
用
案

内
冊
子
、
開
館
日
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し

た
り
、
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
の
利
用
支
援

も
し
て
い
ま
す
。

最
前
線
で
大
変
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
や

り
が
い
は
？

月
並
み
な
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

検
索
の
仕
方
を
変
え
た
り
す
る
だ
け
で
、

お
探
し
の
資
料
が
見
つ
か
っ
た
時
は
こ
ち

ら
も
う
れ
し
く
て
。
そ
の
場
で
は
見
つ
か

ら
な
く
て
も
、
あ
と
で
見
つ
か
っ
た
時
は

走
っ
て
追
っ
か
け
た
り
し
て
、
利
用
者
の

方
も
驚
い
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
や
り
と
り
し
た
り
。
帰
り
際
に

カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
「
ご
親
切
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
資
料
と
人
を
つ

な
ぐ
か
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
た

山田 真理　 
利用者サービス部　サービス運営課　総合案内係

平成21（2009）年4月　
主題情報部　人文課　人文第一係
平成24（2012）年1月
利用者サービス部　サービス運営課　総合案内係
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て
ま
す

no.6

Season2

インフォメーションに聞かなくてもスムーズに利用してもらえたら、それが理想です

（１）国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl.ndl.go.jp/

https://dl.ndl.go.jp/


19 国立国会図書館月報 731号 2022.3

な
、
と
実
感
し
ま
す
。

自
分
で
も
知
識
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く

感
じ
が
あ
り
ま
す
か
？

幅
広
い
知
識
の
蓄
積
に
努
め
て
い
ま
す
。

で
も
シ
ス
テ
ム
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
ま
す

し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
日
々
増
え
て
い
く

の
で
、
追
い
付
く
の
が
大
変
で
す
。

係
創
設
時
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
山
田

さ
ん
だ
け
だ
と
か
？

も
は
や
私
だ
け
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。

以
前
は
、
図
書
カ
ウ
ン
タ
ー
横
と
雑
誌
カ

ウ
ン
タ
ー
横
に
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
タ
ー
が

あ
っ
て
、
図
書
の
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ら
図

書
中
心
の
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。
平

成
23（
２
０
１
１
）年
10
月
に
組
織
改
編
で

サ
ー
ビ
ス
運
営
課
が
誕
生
し
、
平
成
24

（
２
０
１
２
）年
１
月
に
総
合
的
な
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
当
時
の
図
書
、
雑
誌
の
職
員
を
中
心

に
10
人
く
ら
い
が
集
ま
っ
て
新
し
い
係
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
時
に
館
内
シ
ス

テ
ム
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
端
末
一
台

で
資
料
の
検
索
・
申
込
か
ら
デ
ジ
タ
ル
情

報
の
閲
覧
ま
で
様
々
な
機
能
が
利
用
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ

ン
が
起
き
た
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
ま
だ

整
っ
て
お
ら
ず
混
乱
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
で
す
。
伊
東
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（

２
）に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー

は
戦
友
で
す
。

一
つ
の
端
末
で
な
ん
で
も
で
き
る
の
は
画

期
的
で
し
た
が
、苦
労
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
後
も
、
サ
ー
ビ
ス
が
少
し
ず
つ
変
わ

り
ま
し
た
し
、
係
の
体
制
も
そ
れ
に
合
わ

せ
て
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
事
例
を
蓄
積
し
て
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
一
つ
ず
つ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

え
て
い
っ
た
ん
で
す
。
今
、
到
着
確
認
用

端
末
の
上
に
あ
る
「
到
着
確
認
用
」
と
い

う
表
示
も
、
一
目
で
用
途
が
わ
か
る
よ
う

に
、
設
計
図
を
書
い
て
、
厚
紙
を
ハ
サ
ミ

で
切
っ
て
、
一
か
ら
手
作
り
し
て
み
ん
な

で
付
け
て
。
水
分
補
給
が
可
能
な
エ
リ
ア

な
ど
の
閲
覧
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

ど
の
エ
リ
ア
に
す
る
か
考
え
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
飲
物
は

透
明
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
掲
示

物
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
り
、
巡
回
し
て

お
願
い
し
た
り
。「
何
百
年
先
も
よ
り
良
い

状
態
で
資
料
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
」
と

い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

利
用
案
内
冊
子
に
は
「
一
番
こ
れ
、
二
番

こ
れ
」
と
手
順
が
書
い
て
あ
っ
て
、
直
感

的
に
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　
こ
の
冊
子

に
力
を
入
れ
て
い
て
、
全
部
の
端
末
の
前

に
置
い
て
い
ま
す
。
い
か
に
伝
わ
る
か
デ

ザ
イ
ン
や
文
章
を
検
討
し
て
、
ど
ん
ど
ん

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
利
用
案
内
の
動
画
も
作
成
し
て
Ｈ
Ｐ

に
載
せ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
聞
か
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
し

て
も
ら
え
た
ら
、
そ
れ
が
理
想
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

接
遇
時
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
り

ま
す
か
？

利
用
者
の
方
は
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
で
す

し
、
目
的
も
い
ろ
い
ろ
な
の
で
、
瞬
時
に

判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
初
め
て
の
方
も

い
れ
ば
、
慣
れ
て
い
る
方
か
ら
の
難
解
な

質
問
も
あ
っ
て
。
ゆ
っ
く
り
一
か
ら
説
明

し
て
ほ
し
い
、
何
な
ら
代
わ
り
に
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
方
も
い
れ
ば
、
答
え
だ
け

を
パ
ッ
と
出
し
て
ほ
し
い
方
も
い
て
、
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
と
、

カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
で
あ
ま
り
時
間
を
か
け

す
ぎ
な
い
、
質
問
の
意
図
を
汲
み
取
っ
て

主
題
に
応
じ
た
専
門
室
を
案
内
す
る
、
と

い
う
原
則
は
あ
る
け
ど
、
も
う
少
し
調
べ

た
ら
答
え
が
出
そ
う
な
と
き
も
あ
っ
た
り

す
る
。
ど
こ
ま
で
を
こ
こ
で
回
答
す
る
か

と
い
う
塩
梅
が
難
し
い
で
す
。
複
数
の
主

題
に
ま
た
が
る
質
問
だ
っ
た
り
、
思
い
も

よ
ら
な
い
質
問
だ
っ
た
り
、
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
判
断
に
迷
う

こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

あ
と
、
基
本
的
な
利
用
の
流
れ
は
、
こ
ち

ら
側
と
し
て
は
何
度
も
説
明
し
て
い
る
お

な
じ
み
の
内
容
で
す
が
、
聞
く
人
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

そ
れ
を
心
に
留
め
て
丁
寧
に
説
明
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（上）端末ごとに置いてある冊子や利用案内パンフレット。

（下）検索支援の様子（利用者役は係長）。

（２）本誌2021年12月号
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な
る
ほ
ど
、
実
地
で
日
々
い
ろ
ん
な
方
と

接
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
心
が
け
で
す

ね
。

人
文
課
人
文
第
一
係
で
は
ど
ん
な
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

地
理
や
歴
史
、
芸
術
、
文
学
に
関
す
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
と
、
人
文
総
合
情
報
資

料
室
の
開
架
資
料
の
選
書
な
ど
で
す
。
難

し
い
質
問
や
、
回
答
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
も
あ
っ
て
、
特
に
新
人
で
入
っ
た
の

で
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
の
話
を
聞
い
て
い

る
だ
け
で
知
見
が
広
が
る
よ
う
な
日
々
で

し
た
。
経
験
を
積
ん
で
い
つ
か
ま
た
行
っ

て
み
た
い
で
す
。

大
学
院
で
は
英
文
学
を
専
攻
さ
れ
て
、

ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
研
究
さ
れ

て
い
た
と
か
。

18
世
紀
か
ら
19
世
紀
あ
た
り
の
イ
ギ
リ
ス

の
中
流
階
級
の
女
性
の
結
婚
や
家
族
の
あ

り
か
た
を
、
時
に
皮
肉
交
じ
り
に
、
で
も

ユ
ー
モ
ア
と
愛
情
も
込
め
な
が
ら
淡
々
と

書
い
て
い
る
の
が
面
白
い
な
と
思
い
、
修

士
論
文
で
扱
い
ま
し
た
。

ど
う
し
て
英
文
学
に
興
味
を
お
持
ち
に

な
っ
た
ん
で
す
か
？

昔
か
ら
児
童
文
学
を
読
ん
だ
り
し
て
い
て

イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
が
す
ご
く
好
き
で
し

た
。
歴
史
的
建
造
物
や
、
受
け
継
い
で
き

た
も
の
が
素
敵
で
。
英
国
図
書
館
に
足
を

運
ん
で
み
た
り
。
そ
れ
で
、
多
く
の
作
品

に
触
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も

と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク・ホ
ー
ム
ズ
も
好
き
で
。

ち
な
み
に
推
理
小
説
は
日
本
の
も
の
も
好

き
で
、
中
高
生
の
頃
は
学
校
の
近
く
に
古

本
屋
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
毎
日
通
い
詰
め

て
ま
し
た
。

な
ん
て
素
敵
な
中
学
生
！　

そ
れ
で
図
書

館
に
入
ろ
う
と
？

は
い
。こ
こ
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、

英
文
学
を
研
究
し
て
い
た
の
も
あ
っ
て
、

調
べ
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
と
、
資
料

を
残
し
て
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
点
に

魅
力
を
感
じ
て
。
今
時
、
パ
ッ
パ
ッ
と
何

で
も
捨
て
が
ち
な
中
で
、
大
切
に
後
世
に

残
す
と
い
う
の
が
自
分
の
価
値
観
に
合
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
女
性
が
働

き
や
す
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（
職

員
の
男
女
の
割
合
が
）ほ
ぼ
一
対
一
で
す
、

と
聞
い
た
の
で
。

そ
れ
は
強
み
で
す
よ
ね
。
お
子
さ
ん
は
3

人
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
。
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
は
い
か
が
で
す
か
。

３
回
、
産
休
と
育
休
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
人
目
の
時
つ
わ

り
が
ひ
ど
く
て
入
院
し

て
、
情
け
な
い
よ
う
な
、

申
し
訳
な
い
よ
う
な
思

い
を
し
て
い
た
ん
で
す

が
、
同
じ
係
の
先
輩
が

「
働
く
の
は
戻
っ
て
か

ら
い
く
ら
で
も
で
き
る

か
ら
、今
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
ね
」と
メ
ー

ル
を
く
だ
さ
っ
て
、
す
ご
く
救
わ
れ
て
。

今
も
周
り
の
メ
ン
バ
ー
に
す
ご
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
っ
て
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

家
の
中
で
は
、
一
番
上
が
小
学
生
で
、
下

が
赤
ち
ゃ
ん
に
毛
の
生
え
た
よ
う
な
2
歳

児
で
、
け
っ
こ
う
年
齢
差
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
の
レ
ベ
ル
と
か
も
違
っ

て
い
て
。
上
の
子
の
宿
題
を
見
て
い
る
と

き
に
、
下
の
子
が
「
自
分
も
！
」
っ
て
突

撃
し
て
き
た
り
、
牛
乳
ぶ
ち
ま
け
た
り
。

ど
た
ば
た
に
ぎ
や
か
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

相
手
の
ニ
ー
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
っ
て

い
う
の
は
、
職
場
と
家
と
似
て
な
い
で
す

か
？
（
笑
）

ほ
ん
と
で
す
ね
！　

絵
本
は
毎
日
読
ん
で

い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
本
好

き
に
な
り
そ
う
で
す
。

い
い
で
す
ね
！　

今
後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う

あ
る
べ
き
、
ま
た
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら

よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

来
館
サ
ー
ビ
ス
ば
か
り
に
携
わ
っ
て
き
た

の
で
見
失
い
が
ち
な
ん
で
す
け
ど
、
先
輩

に
言
わ
れ
て
印
象
的
だ
っ
た
の
が
「
東
京

本
館
で
来
館
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
受
け
ら
れ

る
人
は
ご
く
一
部
」
っ
て
。
も
ち
ろ
ん
目

の
前
の
利
用
者
の
方
に
対
し
て
真
摯
に
接

す
る
こ
と
も
す
ご
く
大
事
な
ん
で
す
け

ど
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
来
館
で
よ
く
聞

か
れ
る
事
例
、質
問
を
蓄
積
し
て
い
っ
て
、

そ
れ
を
「
調
べ
方
案
内
」
の
よ
う
な
ツ
ー

ル
に
発
展
さ
せ
た
り
し
て
、
専
門
性
、
正

確
な
情
報
を
広
く
発
信
す
る
存
在
に
な
っ

て
い
け
た
ら
と
。
長
く
受
け
継
い
で
き
た

国
民
共
有
の
文
化
的
資
産
や
知
識
と
い
っ

た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
し
か
な
い
も
の
を
、
す
べ
て

の
方
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
。

英国図書館の本型のベンチにて
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国
内
出
版
物
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
が

所
蔵
し
て
い
る
資
料
は
冊
子
の
本
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。各
地
の
郷
土
行
事
の
記
録
、

医
療
関
係
の
手
技
の
講
義
ビ
デ
オ
な
ど
、
普

段
目
に
し
な
い
よ
う
な
映
像
も
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
と
し
て
刊
行
さ
れ
れ
ば
当

館
の
収
集
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ご
紹
介
す
る
博
物
館
の
紹
介
映
像
も
そ
の

一
つ
で
す
。「
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球

博
物
館
」
は
１
９
９
５
年
の
開
館
以
来
、
自

然
史
博
物
館
と
し
て
地
球
の
誕
生
か
ら
現
在

ま
で
の
幅
広
い
資
料
を
収
蔵
し
、
調
査
・
研

究
、
教
育
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
多
様

な
生
物
が
生
息
す
る
相
模
湾
に
関
す
る
展
示

な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
展
示
も
行
っ
て
い

ま
す
。Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
常
設
展
の
紹
介（
子
供
向
け
・

大
人
向
け
）
と
、「
潜
入
！　

博
物
館
の
舞
台

裏
」
の
２
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
設
展
は
地
球
、
生
命
、
神
奈
川
の
自
然
、

自
然
と
の
共
生
と
い
う
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分

か
れ
て
お
り
、
触
っ
て
体
感
で
き
る
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
の
化
石
や
巨
大
な
板
根
を
持
つ
木
、

神
奈
川
の
陸
海
に
生
息
す
る
生
物
に
つ
い
て

な
ど
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
様
々
な
見
ど
こ
ろ
が
迫

力
あ
る
映
像
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は

後
半
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
で
す
。
常
設
展

や
特
別
展
に
展
示
す
る
は
く
製
は
た
だ
そ
こ

に
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
集
し
、

保
管
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
研
究
や
教
育
活
動

に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
管
に
利
用
す

る
の
は
収
蔵
庫
内
、
天
井
ほ
ど
ま
で
あ
る
大

き
な
移
動
棚
。
棚
に
あ
る
の
は
ク
マ
や
カ
モ

シ
カ
な
ど
50
万
点
以
上
の
動
物
の
は
く
製
標

本
で
す
。
は
く
製
の
他
に
も
、
カ
ニ
の
標
本

が
中
心
の
酒
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
サ
メ
の
歯

を
集
め
た
ケ
ー
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
鉱
物
や

地
層
の
標
本
、
新
種
発
表
の
際
に
学
名
の
基

準
と
な
る
タ
イ
プ
標
本
な
ど
の
標
本
が
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
管
の
前
段
階
、
標
本
作
成
の
様
子
も
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
魚

は
ホ
ル
マ
リ
ン
液
に
浸
け
る
液
浸
標
本
に
し

ま
す
が
、
時
間
が
た
つ
と
変
色
す
る
た
め
、

ひ
れ
や
筋
肉
を
固
定
し
た
の
ち
写
真
撮
影
を

行
い
ま
す
。
期
間
を
区
切
っ
て
行
う
特
別
展

で
あ
る
大
ト
ン
ボ
展
の
開
催
準
備
を
追
う

パ
ー
ト
で
は
、
標
本
作
成
の
さ
ら
に
前
、「
ま

ず
は
、野
外
で
展
示
用
の
資
料
を
集
め
ま
す
」

と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
虫
取
り

網
を
持
っ
て
草
む
ら
で
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え
る

映
像
が
流
れ
ま
す
。
国
内
外
の
他
機
関
か
ら

集
め
た
標
本
も
合
わ
せ
て
、
ア
ジ
ア
で
も
有

数
と
い
う
大
規
模
な
展
示
を
作
る
と
こ
ろ
は

圧
巻
で
す
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
や
は
り
生
き
物
に
つ

い
て
扱
う
博
物
館
は
図
書
館
よ
り
大
変
そ
う

だ
な
、
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？　

も
ち

ろ
ん
図
書
館
員
は
森
で
本
を
捕
ま
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
け
入
れ
た
資
料
の
整

備
、
収
蔵
庫
で
の
保
管
、
画
像
を
撮
影
し
て

の
保
存
な
ど
、
映
像
か
ら
様
子
が
よ
く
わ
か

る
分
、
博
物
館
と
図
書
館
と
で
重
な
る
業
務

が
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
休
館
中
も
変
わ
ら
ず
全
国
の
博
物
館
で

続
け
ら
れ
た
地
道
な
舞
台
裏
の
作
業
に
思
い

を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
後
藤 

茉
莉
）

知らない地球がここにある
神奈川県立生命の星・地球
博物館紹介映像
神奈川県立生命の星・地球博物館 企画・
製作　2013.2　ビデオディスク1枚（38
分）：DVD<請求記号 YL321-L2475>
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令和 3（2021）年 8月17日( 火 )～ 19日( 木 )　オンライン開催

ＩＦＬＡ年次大会
let's work together for the future

　なお、年次大会の開催方法については、令和 2（2020）年 11 月の IFLA 総会において、スウェー
デン図書館協会とノルウェー図書館協会のメンバーから動議が提出されました。今後の年次大
会を従来の開催方法の代替となる持続可能なやり方で開催することを検討し、リアルなイベント
としては開催頻度を 3 年に 1 度に変更する、という提案です。これは、従来の大会が、遠方か
らの参加者の航空移動により大量の二酸化炭素の排出を引き起こしていること、また、高額な
旅費のために多くの図書館員が参加出来ていないことといった現状をふまえています。採決の
結果、賛成が多数を占めたため、IFLA 理事会はこの提案を受けて、今後の開催方法を検討す
ることとしています。令和 4（2022）年はダブリン（アイルランド）で開催予定です。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和 2（2020）
年は IFLA（国際図書館連盟）の年次大会が中止されました。
令和 3（2021）年も集合して開催することは困難と判断され、
全てのプログラムをオンラインで開催することとなりました。125
か国から2,750 名以上が参加し、国立国会図書館も、オンラ
インであるため例年より多い37 名が参加することができました。
参加した職員の声をお届けします。

　今大会のタイミングで、児童・ヤングアダルト図書館分科会の常任委員になりました。当分科会のセッ
ションでは、インターネットの安全な利用に関するアンケート調査、コロナ禍での児童サービス継続・向
上のための取組み、図書館員が絵本を選ぶプログラム「絵本で知る世界の国々」の 3 つのテーマで報
告が行われ、私は、国際子ども図書館が行っている「絵本で知る世界の国々」展示会用セットの貸出し
について紹介しました。
　当日、事前録画したプレゼン動画が流れるのをパソコンの前で見ていると、感想や意見が次 と々チャッ
ト欄にのり、世界の児童サービス関係者が「今」見てくれていることに励まされました。また、Zoom で
の質疑応答では、オンラインおはなし会と著作権の話題に関心が集まり、いろいろな国での対処法が紹
介されました。世界中を覆う制約の中で、今までになかった形での大会が実現し、国を超えて関心を共
有する人 が々集えたことをありがたく感じました。

永野祐子
（国際子ども図書館児童サービス課）

児童・ヤングアダルト図書館分科会常
任委員

児童・ヤングアダルト図書館分科会で発表して

セッションに参加して●各図書館が取り組んでいる課題が、国際的な目標である SDGs の文脈に位置付けられて議
論されていた点が印象的でした。環境問題、人権問題等が国際的に重要度を増す中、図
書館にとっても、国際的な目標や潮流を意識することが必要であると感じました。

●コロナ禍の影響で、各図書館とも、資料のデジタル化やオンラインサービス化などを加速さ
せていました。また、図書館がコロナ禍において、それぞれのコミュニティにとって不可欠
な存在であることを紹介する報告が多く、深い示唆を得ました。

●従来の IFLA 年次大会では、各国からの参加者とのリアルな討論、交流や、開催国の図書
館訪問もあり、この点については、オンライン大会では代替できないことを痛感しました。

https://www.ifla-wlic2021.com/
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私
が
所
属
す
る
電
子
情
報
企
画
課
連
携
協
力
係
は
、
主

に
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
の
連
携
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
と
は
、
図
書
館
や
公
文
書
館
、
博
物
館
・

美
術
館
な
ど
様
々
な
機
関
と
連
携
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め
て
検
索
・
閲
覧
・

活
用
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
は
国
全
体
の
取
組
で
、
国
立
国
会
図

書
館
は
シ
ス
テ
ム
運
用
と
連
携
調
整
が
担
当
で
す
。
連
携

協
力
係
は
国
立
国
会
図
書
館
の
窓
口
と
し
て
、
内
閣
府
と

連
携
し
て
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
を
運
営
す
る
委
員
会
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
の
連
携

機
関
と
登
録
デ
ー
タ
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
た
り
、
ア
ー

カ
イ
ブ
機
関
に
連
携
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
や
り
取
り
す
る
お
相
手
は
、
行
政
省
庁
や
博
物
館
・

美
術
館
、
公
文
書
館
や
自
治
体
な
ど
幅
広
く
、
自
分
が
図

書
館
員
な
の
か
、
時
々
不
思
議
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

連
携
協
力
係
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
広
報
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
電
子
展

覧
会
）
の
作
成
な
ど
も
こ
な
す
、い
わ
ば
何
で
も
屋
さ
ん
。

係
の
３
名
で
こ
れ
ら
の
業
務
を
並
行
し
て
行
う
た
め
、
１

年
中
が
て
ん
や
わ
ん
や
の
繁
忙
期
で
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
正
式
版
が
公
開
さ
れ
た
２
０
２
０
年

８
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
た
時

期
と
重
な
り
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
が
２
０
２
０
年
春

に
来
館
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
た
と
き
は
、
本
来
な
ら
多
く

の
来
館
者
で
賑
わ
う
利
用
者
ス
ペ
ー
ス
が
静
ま
り
返
っ
て

い
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
連
携
機
関
の
苦
し
い
状

況
を
聞
く
に
つ
け
、
国
内
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ

な
い
で
国
民
の
情
報
ア
ク
セ
ス
を
支
え
た
い
、
連
携
機
関

の
お
役
に
立
ち
た
い
、
と
の
思
い
が
強
く
な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
も
進
み
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
イ
ベ
ン
ト
に
海
外
か
ら
参
加
い
た

だ
い
た
り
、
遠
方
の
連
携
機
関
と
も
す
ぐ
に
打
合
せ
が
で

き
た
り
す
る
一
方
で
、
意
思
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
歯
が
ゆ

い
思
い
を
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
ま
だ
ま
だ
試
行

錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
連
携
機
関
が
集
う
意
見
交
換
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
か
ら
「
他
分

野
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
携
わ
る
人
た
ち
と
意
見
を

交
わ
す
機
会
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
ほ
し
か
っ
た
！
」
と
言
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
は
、
大
変
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
中
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ
な
ぎ
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
ひ
と
を
（
リ
ア
ル
で
も
）
つ
な

ぎ
た
い
。
そ
れ
が
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
の
中
の
人
の
願
い
で

す
。

（
電
子
情
報
企
画
課
連
携
協
力
係　

ア
ナ
ロ
グ
な
中
の
人
）

コンテンツもひとも
つなぎます
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令
和
４
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験

　　

令
和
４
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
職
務
内
容

●
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）・
障
害
者
（
係

員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

調
査
業
務
、
司
書
業
務
、
一
般
事
務
等
の
館
務

●
施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

�

施
設
設
備
の
維
持
及
び
管
理
等
に
関
す
る
業
務
、設
備
新
営
・

改
修
工
事
に
関
す
る
設
計
・
監
理
業
務
、
設
備
に
関
す
る
技
術

に
係
る
調
査
研
究
業
務
並
び
に
当
該
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す

る
業
務

○
障
害
の
あ
る
方
へ

 　

受
験
資
格
を
満
た
せ
ば
、障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
）、総
合
職
試
験
、一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）、

施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の
い
ず
れ

か
一
つ
を
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
以
外
の

試
験
を
受
験
す
る
場
合
も
、
受
験
上
の
配
慮
を
行
い
ま
す
。

○
試
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
入
手
可
能
で
す
。

・
東
京
本
館
、
関
西
館
又
は
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
来
館

・
郵
便
で
請
求

・
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

郵
便
で
の
請
求
方
法
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
は
、
国
立
国
会

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
採
用
情
報
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/em

ploy/index.htm
l

○
問
合
せ
・
資
料
請
求
先

　

総
務
部 

人
事
課 

任
用
係

　

〒
１
０
０
‐
８
９
２
４ 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
10
‐
１

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
３
３
１
５
（
直
通
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
５
８
１
）
１
７
５
８

※H14.4.2以降に生まれた方でも、総合職試験は大学卒又はR5.3までに卒業見込、それ以外の試験は大学・短大・高専卒又は
R5.3までに卒業見込であれば受験可能です。

※日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方、平成11年改正前の民法の規
定による準禁治産の宣告を受けている方（心神耗弱を原因とするもの以外）は受験できません。

※申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例
制度があります。）

試験の概要
（詳細は試験案内またはホームページをご確認ください。）

種類 受験資格※ 受付期間 第 1 次試験日 会場

総合職試験

S63.4.2～H14.4.1生
R4.3.28（月）
～4.14（木）

R4.5.21（土）

第1次試験は東
京及び京都。第
2次試験及び第3
次試験は東京

一般職試験（大卒程度試験）

施設設備専門職員採用試験（大卒程度試験）

障害者（係員級）採用試験（大卒程度試験）S58.4.2～H14.4.1生障害者手帳等所持 R4.6.18（土） 東京

採用案内パンフレット2022表紙・裏表紙

編集／発行 国立国会図書館
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「
国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン 

２
０
２
１ -

２
０
２
５ 

-

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト-

」
が
Ｊ
Ｅ
Ｐ

Ａ
電
子
出
版
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１
（
第
15
回
）
デ
ジ

タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
賞
及
び
大
賞
を
受
賞

　

令
和
３
年
12
月
22
日
（
水
）
に
、
日
本
電
子
出
版
協
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
よ
る
電
子
出
版
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１
（
第
15
回
）

授
与
式
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、「
国
立
国
会
図
書
館
ビ

ジ
ョ
ン 

２
０
２
１ -

２
０
２
５
」
が
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ

賞
及
び
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
賞
は
五
つ
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
賞
の
一
つ

で
、
電
子
出
版
市
場
に
お
け
る
基
盤
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
又
は
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス

に
授
与
さ
れ
ま
す
。「
国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン 
２
０
２
１ 

-

２
０
２
５
」
は
、資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
、テ
キ
ス
ト
化
、

機
械
学
習
に
も
活
用
で
き
る
基
盤
デ
ー
タ
の
整
備
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
の
知
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す

る
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
授
与
式
当
日
に
、
ジ
ャ
ン
ル
賞
の
中
か
ら
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ

Ａ
会
員
社
の
投
票
に
よ
っ
て
「
国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
１ -

２
０
２
５
」
が
大
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
上
野
の
森
を
こ
え
て
図
書
館
へ
行
こ
う
！ 

世
紀
を

こ
え
る
煉レ
ン
ガ瓦
の
棟
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
明
治
期
に
帝
国
図
書
館
と
し
て
創

建
さ
れ
た
建
物
を
、
当
時
の
内
外
装
の
意
匠
と
構
造
を
保
存
・

復
元
し
な
が
ら
、
新
た
な
改
修
や
増
築
を
ほ
ど
こ
し
て
平
成
12

年
に
開
館
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
会
で
は
、
東
京
都
の
歴
史
的

建
造
物
に
選
定
さ
れ
て
い
る
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
レ
ン
ガ
棟

を
中
心
に
、
建
築
意
匠
や
建
物
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
普
段

は
撮
影
禁
止
の
会
場
内
を
自
由
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

時
代
を
こ
え
て
愛
さ
れ
る
煉
瓦
造
り
の
棟
の
歴
史
か
ら
も
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間　

３
月
22
日
（
火
）
～
５
月
22
日
（
日
）

　

※�

月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
（
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の

日
は
開
館
）、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
資
料
整
理
休
館
日
）

は
休
館

　

※�
開
催
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報

に
つ
い
て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 
～ 

17
時

○
会
場	

国
際
子
ど
も
図
書
館 
レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー

　

ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 
資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

授与式にオンラインで出席する様子

展示会「上野の森をこえて図書館へ行こ
う！ 世紀をこえる煉

レ ン ガ

瓦の棟」ちらし

＃26　国際子ども図書館 本のミュージアム
より「エディキュール」
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
５
３
号

　

令
和
４
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶

　

民�
主
主
義
国
に
お
け
る
財
政
錯
覚
―
有
権
者
に
よ
る
税
負
担

等
の
過
小
評
価
と
財
政
支
出
拡
大
と
の
関
係
―

　

自
転
車
政
策
の
動
向
と
課
題

　

デ�

ジ
タ
ル
化
時
代
の
欧
州
に
お
け
る
文
化
芸
術
支
援
策
の
動

向

　

次�

世
代
大
型
衝
突
型
加
速
器
の
国
際
計
画
動
向
―
ヒ
ッ
グ
ス

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
現
へ
向
け
て
―

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
憲
法
法
廷
（
資
料
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

新
副
館
長
就
任

　

田
中
久
徳
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
が
令
和
３
年
12
月
31
日

付
け
で
退
任
し
、
令
和
４
年
１
月
１
日
付
け
で
片
山
信
子
が
副

館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
人
事

<

退
職>

令
和
３
年
12
月
31
日
付
け

副
館
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

久
徳

<

退
職
（
出
向
）>

令
和
３
年
12
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任

梶
原　
　

武

<

異
動>

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
４
年
１
月
１
日
付
け

副
館
長
、
総
務
部
長
事
務
取
扱
（
総
務
部
長
）	　
　

片
山　

信
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任

（
衆
議
院
常
任
委
員
会
専
門
員　

農
林
水
産
委
員
会
専
門
員
）森

田　

倫
子

令
和
３
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
震
災
記
録
を
残
す
、
伝
え
る
、
活
か
す
」
を

開
催
し
ま
し
た

　

令
和
４
年
１
月
10
日
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目

的
ホ
ー
ル
の
会
場
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
東
日
本
大
震
災

ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
と

の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
震
災
記
録
の
保
存
・
利
活
用
に
向
け
た
草
の
根

の
取
組
と
し
て
、
３
・
11
オ
モ
イ
デ
ア
ー
カ
イ
ブ
、
３
・
11
メ

モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
例
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
・
活

用
の
取
組
と
し
て
、
２
０
１
４
年
神
城
断
層
地
震
震
災
ア
ー
カ

イ
ブ
、
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
ぎ
ふ
の
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
お
よ
び
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研

究
所
か
ら
事
業
の
進
捗
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
登
壇
者
全
員
が
参
加

し
、
各
団
体
に
お
け
る
震
災
記
録
の
活
用
に
向
け
た
取
組
や
、

震
災
記
憶
の
伝
承
活
動
、
そ
れ
ら
の
取
組
の
課
題
、
今
後
の
展

開
、
他
団
体
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
活

動
の
持
続
可
能
性
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

A4　138頁　月刊　1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会

シンポジウムの詳細は以下に掲載しています 。
https://kn.ndl.go.jp/static/2021/11/041

パネルディスカッション

国立国会図書館からの報告

片山信子副館長

https://kn.ndl.go.jp/static/2021/11/041
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令
和
３
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長

と
の
懇
談
会

　

令
和
３
年
12
月
8
日
、
標
記
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
、
国
公
私
立
大
学
図
書

館
協
力
委
員
会
委
員
館
の
図
書
館
長
及
び
関
係
機
関
の
代
表
者

を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
実
施
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
よ
り
２
年
ぶ

り
に
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
当
館
か
ら
大
場
利
康
電
子
情
報
部
長
が
、「
国
立

国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
―
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
を
中
心

に
―
」
と
題
し
、
当
館
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
学
協
会
誌
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
取
組
を
中
心
に
、

概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。
次
に
、
大
学
図
書
館
２
館
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
久
保
田
壮
活
東
京
大
学
附
属
図
書
館
総
務
課

長
か
ら
は
、「
国
立
大
学
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
～

国
立
大
学
図
書
館
協
会
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
の
概
要
～
」

と
題
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
、
国
立
大
学
図
書
館
の
資
料
デ
ジ

タ
ル
化
の
現
状
、
東
京
大
学
学
術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ポ
ー

タ
ル
等
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
須
田
伸
一
慶
應
義
塾
大
学
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
は
、「
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
題
し
、
同
セ
ン

タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
、
他
機
関
へ
の
画

像
提
供
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
で
ロ
ー
リ
ー
ゲ
イ

早
稲
田
大
学
図
書
館
長
か
ら
、
同
館
所
蔵
古
典
籍
資
料
の
デ
ジ

タ
ル
化
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
出
席
の
大
学
図
書
館
長
か
ら
、
学
協
会
誌
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
め
方
、
図
書
館
等
公
衆
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
補
償
金
の
仕
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

と
し
て
公
開
す
る
た
め
の
工
夫
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
人
材

の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
、
質
問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

韓
国
国
会
図
書
館
、
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
と
の
業

務
交
流
（
第
11
回
）

　

令
和
３
年
12
月
20
日
に
韓
国
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）、
韓

国
国
会
立
法
調
査
処
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
の
共
同
セ
ミ
ナ
ー
方
式

に
よ
る
業
務
交
流
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｌ
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
を
含
む
、
海
外
立
法
情
報
の
提
供
に
関
す
る
両
館
の

業
務
体
制
等
に
つ
い
て
報
告
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｌ
か
ら
は
、
日
本
法
に
特
化
し
た
自
動
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
日
韓
両
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
に
関
す

る
主
な
関
係
法
律
や
施
策
の
ほ
か
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報

告
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
的
な
観
点

か
ら
、
参
考
と
な
り
得
る
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
先
進
事

例
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

『
国
立
国
会
図
書
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令和3年度国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会（肩書は開催当時のもの）





            

表紙・本文　中性再生紙使用

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜粋して転載される場合には、事前に当館総務部総務課にご連絡ください。
本誌 517 号以降、PDF 版を当館ホームページ（https://www.ndl.go.jp/）＞刊行物＞国立国会図書館月報でご覧いただけます。

発 行 所

〒 100 -8924

国 立 国 会 図 書 館

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 1-10-1
電  話  03 （3581） 2331 （代表）
F A X    03 （3597） 5617
E-mail    geppo@ndl.go.jp
https://www.ndl.go.jp/

編 集
責 任 者 松 浦 　 茂

3

令和 4 年 3 月号 （No.731）
令 和 4 年 3 月 1 日 発 行

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 2 . 3

Contents

no.731

March
2022

国立国会図書館月報

印 刷 所 株 式 会 社　 丸 井 工 文 社

01	 <Book of the month - from NDL collections>
	 Shokoshi―A deep love for and indebtedness to children

05	 Travel writing on Japanese libraries
	 Tokyo Metropolitan Central Library

10	 Strolling in the forest of books (28)
	 Two Englishmen fascinated by Japanese art

18	 Working at the NDL, Season 2 Episode 6

22	 World Library and Information Congress 2021: IFLA General Conference

21	 <Books not commercially available>
	 Shiranai chikyu ga koko ni aru

23	 <Tidbits of information on NDL>
	 Linking content and people

24	 <NDL Topics>

https://www.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/


National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 2 . 3

ISSN　0027-9153


	表紙
	目次
	小公子―深く幼子を愛し、其恩を思ふ

今月の一冊　国立国会図書館の蔵書から
	日本図書館紀行

東京都立中央図書館
	本の森を歩く　第28回

日本美術に魅せられた二人の英国人
	国立国会図書館で働いてます　Season2　no.6
	本屋にない本

『知らない地球がここにある』
	IFLA年次大会
	館内スコープ

コンテンツもひともつなぎます
	NDL Topics
	令和４年度国立国会図書館職員採用試験
	「国立国会図書館ビジョン 2021-2025-国立国会図書館デジタルシフト-」がJEPA電子出版アワード2021（第15回）デジタル・インフラ賞及び大賞を受賞
	国際子ども図書館展示会

「上野の森をこえて図書館へ行こう！ 世紀をこえる煉瓦の棟」
	新刊案内
	新副館長就任
	おもな人事


	令和３年度東日本大震災アーカイブシンポジウム「震災記録を残す、伝える、活かす」を開催しました
	令和３年度国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会
	韓国国会図書館、韓国国会立法調査処との業務交流（第11回）
	『国立国会図書館月報』令和４年刊行予定
	英文目次
	裏表紙



